
令和５年３月公表

★重点計画の概要

★目指す学校像（ビジョン）

取組指標

4 全ての教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 4

3 ９０％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 3

2 ８０％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 2

1 具体的方策を意識して取り組んだ教員が８０％未満だった。 1

4 全ての教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 4

3 ９０％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 3

2 ８０％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 2

1 具体的方策を意識して取り組んだ教員が８０％未満だった。 1

4 全ての教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 4

3 ９０％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 3

2 ８０％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 2

1 具体的方策を意識して取り組んだ教員が８０％未満だった。 1

4 全ての教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 4

3 ９０％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 3

2 ８０％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 2

1 具体的方策を意識して取り組んだ教員が、８０％未満だった。 1

4 全ての教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 4

3 ９０％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 3

2 ８０％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 2

1 具体的方策を意識して取り組んだ教員が８０％未満だった。 1

4 全ての教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 4

3 ９０％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 3

2 ８０％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 2

1 具体的方策を意識して取り組んだ教員が８０％未満だった。 1

4 全ての教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 4

3 ９０％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 3

2 ８０％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 2

1 具体的方策を意識して取り組んだ教員が８０％未満だった。 1

4 全ての教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 4

3 ９０％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 3

2 ８０％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 2

1 具体的方策を意識して取り組んだ教員が８０％未満だった。 1

①教師としての使命感、熱意、愛情をもち、児童一人一人のいのちを大切にする教師　②児童や保護者、地域の思いや願いを受けとめ、寄り添って考え、課題解決に取り組んでいく教師　③組織（チーム仲田小）として
協働する教師　④指導力をすすんで学び、新たな試みにチャレンジし、自己変革を続ける教師

８０％以上の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

児童アンケートで肯定的な評価をした児童が８０％未満だった。

９０％の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

８５％以上の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

児童アンケートで肯定的な評価をした児童が８０％未満だった。

９０％の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

８５％以上の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

８０％以上の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

９０％の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

◎意図的に多様な運動を一定期間重点化し、持久
走ウィーク、縄跳びウィーク、アクティブタイム
等、日頃から児童が運動に親しむ機会を設定し、
日常的に運動に親しみ、体力向上及び健康増進を
図る。
◎家庭や地域と連携して、望ましい食習慣や基本
的な生活習慣の確立、創意工夫を凝らした食育の
充実を図り、生涯にわたる健康づくりの基礎をつ
くる。

８０％以上の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

3

児童アンケートで肯定的な評価をした児童が８０％未満だった。

９０％の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

８５％以上の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

８０％以上の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

児童アンケートで肯定的な評価をした児童が８０％未満だった。

９０％の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

８５％以上の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

児童アンケートで肯定的な評価をした児童が８０％未満だった。

〇評議員の評価点：3.8
・日々の授業を大切にし、授業のめあ
てをもって進め、振り返りをしている
ことで、児童ができた・分かったとい
う実感をもっている。多くの児童は落
ち着いて授業に参加しており雰囲気が
よいと感じる。そして教員が児童を理
解して接している様子が見られる。
今後も頑張ってほしい。

〇評議員の評価点：3.6
・自分のいのちも他人のいのちも、そ
して全ての命を大切にすることに日頃
から取り組んでいる。他者を大切にす
る取組は重要である。どのように生き
ているかを学び、命の尊さに気付かせ
ていくことを継続していただきたい。

※評価指標・評価基準は、２の段階を現状としています。

９０％の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

８５％以上の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

８０％以上の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

児童アンケートで肯定的な評価をした児童が８０％未満だった。

〇からだを鍛え、たく
ましく生きるための健
康・安全や体力の向上
を推進する。

●オリ・パラレガシー教育を
推進し、体育授業の充実を図
る。
●自らすすんで健康の増進と
体力・運動能力の向上に努
め、生涯を通して運動やス
ポーツに親しむ態度を養う。

〇評議員の評価点：3.6
・インクルージョン教育を大切にして
おり、児童一人一人の個性に寄り添
い、大事にされていることがよく分か
る。パラリンピック選手等との交流も
重ねることで児童に新たな気付きを与
える機会となる。今後の継続をお願い
したい。

成果指標3.1
・特別支援教室の拠点校として、関係
諸機関との連携を密にとることができ
た。支援を要する児童については、校
内支援委員会を中心に組織的に対応し
た。日野スタンダートのうち、教室環
境においては徹底する必要がある。今
後もSC等との連携を図り、一層充実
させる。

健
康
・
体
力

成果指標

９０％の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

８５％以上の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

８０％以上の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

児童アンケートで肯定的な評価をした児童が８０％未満だった。

〇評議員の評価点：3.6
・コロナ禍にあったために体力が低下
しているといわれている。体力向上の
ための取組や生涯スポーツの取組など
も重要だと言われているので、タグラ
グビー教室や空手教室での選手との交
流は意味がある。今後も継続できるよ
う工夫して取り組んでいくことを期待
する。

８０％以上の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

特
別
支
援

〇多様な他者を受け入
れ、一人一人に寄り添
う特別支援教育を推進
する。

●児童の教育的ニーズ応じた
きめ細やかな特別支援教育の
充実を図る。
●全ての児童が参加し、分か
る喜びを実感できる授業の創
造に努める。

◎支援委員会等の組織的な校内体制の充実、
ステップ教室やリソースルームの活用、関係
諸機関との連携、就学支援シート、かしのき
シートの活用を図っていく。
◎授業のユニバーサルデザイン化と日野スタ
ンダードを基盤にした授業を実践する。
◎パラリンピック選手を講師に招いたインク
ルージョン教育を推進する。

3 4

3

〇評議員の評価点：3.9
・仲田小学校ならではの地域の「人」
と「自然」との関りが深く、地域に根
付く学校教育が行われていると思う。
今年度も様々な体験的活動をしている
ことが分かった。できることを工夫し
て行っていることを評価する。児童一
人一人の思いを大切にしてほしい。

成果指標3
・体験的活動では外部専門家や学習支
援ボランティア等地域協力者と連携し
て、外部の教育力の活用を図り、効果
的な学習活動を進めることができた。
児童は地域を知り、誇りをもつきっか
けになった。今後も地域を大切にした
活動を展開し郷土愛を高めていく。

◎開かれた学校づくりを一層推進するため、学校の教育
方針や実践活動、お知らせを学校便りや学年便り等でま
とめ、Home＆Schoolやホームページで発信する。
◎児童が地域やPTAのボランティア活動に参加する経験
を通して、自己有用感を感じることができるようにす
る。
◎児童が地域の人とともに活動することで、社会性や地
域に対する郷土愛を育む。「蚕の飼育体験」「桑の葉を
使った紙漉き体験」「多摩川でのアユの放流体験」等に
取り組む。

3 3

〇評議員の評価点：3.5
紙漉きや蚕飼育の体験学習には、時間
配当、施設活用等よく配慮され、計画
的に進められている。コロナ禍の厳し
い状況の中でも、学校・ＰＴＡ・地域
関係者の連携が、よく機能し、特色あ
る活動が展開できている。自然に囲ま
れ、郷土愛の学びの舎で育てられた児
童の姿を観て将来を頼もしく思う。

成果指標3.4
・今年度はHome&School等で発信し
てきた。多くの保護者からは学校教育
の工夫や児童の安全・安心等の発信に
評価を得ることができた。しかし、地
域への情報発信は十分ではなかった。
学校行事や学校公開も保護者のみとせ
ざるを得なかった。そのため児童の地
域行事等の参加は多くなかった。

８５％以上の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

成果指標3.2
・持久走ウィークや縄跳びウィーク等
体力向上に取り組んだ。運動の日常化
においては、決められたものを行うに
とどまり体力向上には結び付いていな
い。健康教育では、感染症予防教室や
食育、がん教育等は充実した取組がで
きた。今後も健康づくりの基盤をつく
り体力向上を図る。

地
域

〇学校、家庭、地域社
会が協働し、地域とと
もに創る教育を推進す

る。

●地域の自然環境や学校支援ボ
ランティア、専門家等の人材を
活用しながら豊かな体験活動を
実践し、児童が実感的に学習す
る学びを創意工夫する。
●家庭や地域の学校に対する多
様な思いや願いを受け止め、学
校教育の充実、改善を図る。
●児童が地域に出て、地域の
方々と活動することを通して、
自己有用感を感じたり、地域で
様々なことを感じ、自分の生き
方を考えたりしていけるように
する。

◎児童が豊かな学びを体験できるように、各学
年、各教科等の年間指導計画等に基づき、外部専
門家や学習支援ボランティア等を積極的に活用し
た教育活動を企画し、推進する。
◎児童が学ぶ楽しさ、おもしろさを実感できる体
験学習等ができるように、地域の自然環境やボラ
ンティア、専門家等の人材活用を図り、創意工夫
した授業実践を行う。

3 4

成果指標3.1
・児童一人一人に合わせた学習指導に
おいて教材研究や指導法の工夫に取り
組んだ。けやき教室への参加を促した
が、必要な児童は参加していなかっ
た。今後も「主体的・対話的で深い学
び」を目指し『できる・分かる・楽し
い』授業を展開し、児童の学力向上に
努める。

◎研究主題「主体的・対話的で深い学びの実現～ＩＣＴ
の効果的な活用を通して～」に向けた研究を推進する。
一人１台端末を活用した個別最適化学習を推進し、対話
を通して授業改善に取り組む。
◎学習の基盤となる「言語能力」「端末を活用した情報
活用能力」「問題発見・解決能力」等の資質・能力を育
成するために、教科等横断的な学習の充実を図る。

3 3

〇評議員の評価点：3.5
・今年度、ICTの活用が、更に進み、児
童が使い慣れているように感じる。今
後も児童一人一人のスキルアップとと
もに情報モラル教育にについては十分
な指導をしていくことを期待する。

成果指標2.9
・ICTや一人1台学習者用端末を効果
的に活用するために、全教員が意欲的
に研修に臨み、切磋琢磨し合って授業
改善に取り組んだ。今後も授業改善に
取り組み、IICTについて研修・研究を
重ねていく必要性がある。そして児童
が、主体的・対話的に学習に取り組む
ことで学力向上を図っていく。

９０％の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

８５％以上の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

８０％以上の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

児童アンケートで肯定的な評価をした児童が８０％未満だった。

学
び

〇確かな学力の定着と
一人１台の端末を活用
したGIGAスクール構
想を推進する。

●基礎的、基本的な知識・技能
の習得と、自ら課題を見付け、
主体的に判断し、行動し、より
よく問題解決する資質や能力の
育成を図る。
●「主体的・対話的で深い学
び」を目指した学習指導の工夫
を推進する。

◎授業のねらいを明確にし、ねらいを達成していくために
導入、発問、授業構成、教材準備、板書等に創意工夫を図
る。
◎基礎的、基本的な知識・技能の定着のために、習熟の程
度に応じた指導や補習学習、繰り返し学習等、一人一人の
児童の実態に応じた指導を行っていく。
◎放課後補習教室「けやき教室」の活用を図り、確かな学
力の定着を推進する。
◎各教科の「見方・考え方」を意識した学習を展開し、児
童が自分の考えをもち、話し合い、深め合う、課題解決を
意識した学習活動の充実を図る。

3 4

成果指標3.1
・人の尊厳、人権感覚という視点では
全ての教育活動において自他の存在を
肯定的に捉えられるように指導を重ね
た。自分と向き合うと共に他者も大事
にすることに取り組んだ。常に「いの
ち」の大切さの指導を繰り返し実践し
ている。今後も自他を大切にし豊かな
心の醸成を進めていく。

◎ふれあい月間の取組や、いじめアンケート等を
活用していじめの早期発見に努め、学校いじめ防
止基本方針に基づき、スクールカウンセラー等と
連携しながら組織的に対応する。
◎避難訓練、安全指導、安全点検、通学路点検、
交通安全教室、自転車安全教室、セーフティ教
室、防犯教室、ＳＯＳの出し方教室、薬物乱用防
止教室、情報モラル指導等を計画的に行い、安全
管理と事故防止の徹底を図る。

3 4

〇評議員の評価点：3.5
・学校内外での行動では、地域・保護
者・警察との連携を常にとっていくこ
とが大切である。特に、交通事故の防
止について考えたい。登下校中、児童
の注意が散漫になっている様子を見か
けることがある。繰り返しの指導をお
願いする。

成果指標3.2
・「いじめ」・危機管理・安全指導に
おいては、警察・消防等と連携を取り
指導を充実させた。自己中心的にな
り、無意識に「いじめ」行動にならな
いよう、指導の充実を図った。今後も
いじめを許さない学校づくりを進め、
組織的な対応を徹底する。

評価点

い
の
ち

○児童一人一人が、い
のちの尊さや素晴らし
さ感じ、考えを深め、
自他のいのちを大切に
する児童を育む教育を
推進する。

●「いのちの尊さ」を実感し、
自他のいのちを大切にしようと
する思いや考えをもつことがで
きるようにする。
●一人一人の児童理解に努め、
児童の思いに寄り添い、児童の
よりよい成長を目指す教育を実
践する。
●危機管理・安全指導計画に基
づき、学校、地域における安全
確保の徹底と児童自身の安全に
関する意識の向上を図る。

◎各学年の年間指導計画に基づき、行事、各教科等で計
画的に「いのちの尊さ」を意識した取組を行い、目指す
児童像を実現していく。
◎「特別の教科　道徳」の授業を年間計画に沿って意図
的・計画的に実践し、考え、議論する道徳授業を通し
て、自立した人間として、他者とともによりよく生きる
ための道徳性を養う。

3 4

　【めざす教師像】

領域 中期経営目標 短期経営目標 具体的方策
評価指標・評価基準

「全てのいのちを大切にし、一人一人の可能性を伸ばしていく学校」
①　児童一人一人が、いのちの尊さや素晴らしさ感じ、考えを深め、自他のいのちを大
切にする児童を育む教育の推進
②　確かな学力の定着と一人１台の端末を活用したGIGAスクール構想の推進。
③　地域とともに創る教育の推進。
④　からだを鍛え、たくましく生きるための健康・安全や体力の向上の推進。
⑤　多様な他者を受け入れ、一人一人に寄り添う特別支援教育の推進。

学校評議員・学校運営協議会の
意見

結果の分析と改善策
評価点

　　　　　　　　令和４年度　日野市立仲田小学校経営重点計画　　　　　　　　　　　　 自己評価シート　

★学校教育目標 ◎すすんで学ぶ子　　〇からだをきたえる子　　〇思いやりのある子　　〇最後までやりぬく子

　【めざす児童・生徒像】

　【めざす学校像】

①基礎的、基本的な知識及び技能を習得し、それらを活用して、自ら見い出した課題を思考力、判断力、表現力を活かしながら課題解決をする児童。また対話や情報等を活用して、意欲的に学ぶ児童。②自らすすんで基
本的生活習慣を整える児童。健康の保持・増進や体力の向上に励む児童。③「いのち」の尊さ・素晴らしさを自覚し、自分も他人も、動物も植物も、そのいのちを大切にする児童。④①～③の目標達成に向けて、努力を
する児童。自分のいまやるべきことを自覚し、最後まで成し遂げる児童。
①自分も他人も、動物も植物も、その「いのち」を大切にする学校　②児童一人一人のことを把握し、可能性を引き出し、伸ばしていく学校　③児童も教師も、常に向上心をもって学び、人間性豊かな児童の育成に取り
組む学校　④思いやりの心を育み。思いやりのある言葉を交わし、礼節のある学校　⑤心身ともに健康な児童を育む学校　⑥児童、保護者一人一人の思いに寄り添う学校　⑦児童が自己肯定感、自己有用感をもてるよう
に、よさを褒めて伸ばせる学校　⑧ＳⅮＧｓに取り組んでいく学校　⑨地域人材を積極的に活用し、地域の力を活かした教育活動を推進する学校　⑩児童も、保護者も、教職員もこの学校でよかったと思える学校


